
CEC
1.動作概要

2台の評価ボードをCECで接続し、一方のTeraterm画面から入力したデータを他方に送信し
受信データを表示します。

2.ボード設定方法
評価ボードの以下を結線します。
CN5　1-2 3-4　 CN12 36-C12 36（もう一方のボード）

3.基本動作
Teraterm 画面「Input =」と表示されるので、送信を行いたい場合は先頭にヘッダ1byteとデータを29byte以内で入力
リターンを入力すると「CEC Snd =」に続いてヘッダとデータを表示し、ヘッダとデータが送信されます。
ヘッダは、上位4bitが送信側、下位４bitが受信側です。例えば送信側が７、受信側が５なら0x75='u'を指定。
データを受信すると「CEC Rcv=」の表示に続いてヘッダ1byteと受信データが表示され改行されます。

TMPM4G9評価ボードの場合：
CEC

CEC :PT2

UART設定
TXD :PE2
RXD :PE3
ボーレート :115200(bps)
データ :8(bit)
パリティ :なし
ストップビット :1(bit)
フロー制御 無し



4.出力例

5.ターミナルソフト（Tera Term）設定例

CEC Address = 5 
CEC Address = 7 
Input = uabcdef 
CEC Snd = uabcdef 
Input = 
CEC Rcv = W012345 

CEC Address = 5 
CEC Address = 7 
Input =   
CEC Rcv = uabcdef 
W012345 
CEC Snd = W012345 
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